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内池西きずなの会

▲�カーブミラーの清掃をされ
る皆さん

　

10
数
年
前
、
内
池
西
の
青
年

会
が
廃す

た

れ
、
区
行
事
へ
の
若
者

の
参
加
が
激
減
。
平
成
20
年
4

月
、「
こ
の
ま
ま
で
は
あ
か
ん
」

と
有
志
の
皆
さ
ん
が
「
内
池
西

き
ず
な
の
会
」
を
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
会
員
数
32
名
、
30

代
か
ら
50
代
ま
で
の
方
が
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
区
民
参
加
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
・

運
営
や
夏
祭
り
の
補
助
、
消
火

栓
点
検
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清

掃
で
す
。

　

今
回
、
会
長
の
小こ

澤ざ
わ

豊ゆ
た
か

さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

新
し
く
引
っ
越
し
て
き
た
方

の
潤
滑
油
に

　

活
動
に
対
す
る
想
い
に
つ
い
て

尋
ね
る
と
「
古
く
か
ら
あ
る
集
落

に
、
若
い
人
が
ぽ
ん
と
入
っ
て
き

て
も
区
行
事
な
ど
は
参
加
し
づ
ら

い
。
新
し
い
人
が
入
っ
て
き
て
も
、

打
ち
解
け
や
す
く
な
る
よ
う
に
と

い
う
想
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
池
で
は
新
興
住
宅
地

な
ど
が
増
え
、
町
内
・
県
内
か
ら

5
名
が
新
規
で
加
入
さ
れ
た
そ
う

で
す
。「
加
入
さ
れ
た
方
か
ら
は

『
引
っ
越
し
当
初
は
不
安
だ
っ
た

け
れ
ど
、
同
年
代
の
方
と
親
し
く

な
れ
て
行
事
に
も
参
加
し
や
す
く

な
っ
た
』
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま

す
。
活
動
を
通
し
て
仲
良
く
な
り
、

今
で
は
す
っ
か
り
内
池
に
と
け
込

ん
で
お
ら
れ
ま
す
」
と
、
き
ず
な

の
会
が
新
し
く
引
っ
越
し
て
き
た

方
の
潤
滑
油
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

ま
た
、
き
ず
な
の
会
の
特
徴
と

し
て
「
日
野
駅
前
と
い
う
土
地
柄
、

商
店
主
も
明
る
く
元
気
で
活
気
が

あ
り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
が
た
く
さ

ん
お
り
、
ぐ
い
ぐ
い
引
っ
張
っ
て

く
れ
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
が
多
す
ぎ

て
困
る
く
ら
い
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
地
域
の
た
め
に
協
力

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
や
っ
て
い

き
た
い
。
ず
っ
と
住
ん
で
き
た
し
、

こ
れ
か
ら
も
住
ん
で
い
か
な
あ
か

ん
。
皆
が
住
み
よ
い
町
に
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
振
興
課
企
画
人
権
担
当
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�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

添そ
え

田だ　
亀き

二に

子こ 

さ
ん（
西
大
路
1
区
）

　

12
月
3
日（
木
）
に
、
1
0
0
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
お
体
を
大
切
に
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て

く
だ
さ
い
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
日
野
町
に
ご
縁
の
あ
る
企
業
が

そ
の
収
益
の
一
部
を
寄
付
し
、
社
会
へ
の
貢
献
や
ま
ち
づ
く
り

へ
の
応
援
を
し
て
く
だ
さ
る
制
度
で
す
。

　

白
銅
株
式
会
社
は
、
東
京
都
世
田
谷
区
に
本
社
を
構
え
、
日

野
第
2
工
業
団
地
に
あ
る
滋
賀
工
場
で
は
、
品
質
に
こ
だ
わ
っ

た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
等
の
加
工
・
販
売
を
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、
日
野
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
企
業
名
・
寄
附
金
額
】

　
企
業
名　
　
　
白
銅
株
式
会
社

　
本
社
所
在
地　
東
京
都
千
代
田
区

　
寄
附
金
額　
　
80
万
円

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

白
銅
株
式
会
社
さ
ん
か
ら

�

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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南比都佐小学校

　本校は、来年度で創立120周年を迎える全校児童74名の小規模校です。自然に恵まれた
郷土を愛し、心豊かでたくましい児童、新しい時代を生きる知恵と勇気を備えた児童の育成
をめざし、日々の教育活動に取り組んでいます。
　今回は、郷土の野菜「日野菜」作りを通した本校の特色ある学習を紹介します。

　本校は、明治6年創立、今年度で147年になる伝統ある学校です。児童数79名と少人数ですが、保護者や地域の方々
の温かい支援の中で、自分も仲間も、一人ひとりを大切に「皆の笑顔いっぱいあふれる学校」づくりを進めています。

◆問い合わせ先　教育委員会事務局　学校教育課　☎0748-52-6564

ひのっこひのっこ だよりだより
【学校教育目標】  ふるさとに誇りをもち、心豊かに
たくましく未来を切り拓く子どもの育成

西大路小学校 【学校教育目標】  学びいっぱい（知）　やさしさいっぱい（徳）
元気いっぱい（体）～皆の笑顔がいっぱいあふれる学校～

町内の幼稚園や保育所・こども園、
小・中学校での子ども達の様子や、
特色ある取組を紹介します。

　全学年が日野菜栽培を行っていま
す。4年生は、毎年11月下旬、日野
菜の植え替えを行っています。各学
年の畑から、立派な日野菜を別の畑
に植え替えます。質の良い日野菜を
次年度に引き継ぐためです。地域の
方に植え替えの方法を教わりました。

日野菜の植え替え

　5年生では、植え替えた日野菜を5
月頃に刈り取り、種の選別を行いま
す。刈り取った日野菜を干して乾かし
ておき、種を落とします。ふるいにか
けたあと、昔から使われている道具
の「唐箕(とうみ)」を使って分けてい
きました。種の販売も5年生が中心に
なって行いました。

日野菜の刈り取り・選別

　日野菜を使った調理にも取り組ん
でいます。過去には「日野菜もち」「き
んぴら日野菜」「日野菜ミニピザ」「日
野菜チャーハン」「日野菜のお好み焼
き」「日野菜の白だしうどん」等、さま
ざまな料理をしてきました。今年の1
年生は伝統的な「えび漬け」に挑戦し
ました。

日野菜を使った調理

毎月10日は校内人権の日 地域の方を先生に迎えて

健やかな体づくり

　今年度は毎月10日を「校内
人権の日」として、「友だち・家
族を大切に」「自分も大切に」す
ることを教師・児童ともに考え
ています。12月には音羽在住の
「てんご堂

どう

雅
が

落
らく

」さんに来ていた
だき人権落語を聞きました。「人は違ってそれでいい」こと
や「自分らしく生きる」ことのすばらしさについて笑いを
交えて教えていただきました。

　地域の方から惜しみな
い協力をいただき、稲作体
験や炭焼き体験、書初め指
導など、西大路の自然や文
化、歴史を生かした貴重な
体験活動の機会に恵まれ
ています。地域の方との触れ合いそのものから得る
ものも大きいです。

　運動をよくする子とし
ない子の二極化が進んで
いるといわれています。本
校では、中休みに週3日程
度「10分間運動」に取り
組んでいます。今年度は
「コロナ禍」の中、工夫を凝らして日々取り組み体力
づくりに励んでいます。

　10月には朝
ちょう

陽
よう

同窓会総会に
て「青い目の人形」観劇をしま
した。また、文化庁による企画
で「京都フィルハーモニー室内
合奏団」に来ていただき音楽鑑
賞を全校でしました。「青い目の

人形」劇では平和について考え、音楽鑑賞では音楽のすば
らしさを再認識しました。さまざまな芸術に触れて子ども
達の心が豊かに育つことを願っています。
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